
基本方針計画雨量（551mm/2日）
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神座 長島ダム 〇：家屋浸水実績がある洪水

年最大2日雨量（神座地点）（長島ダム地点）

基準雨量の設定
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計画高水流量 9,500m3/s

河道整備流量 8,100m3/s

年最大流量（神座地点）
H23.9洪水（最大雨量356mm/2日）※で被害発生

※H23.9は別途、518mm/2日の洪水も発生している

長島ダム運用開始
（平成14年）

大井川の年最大2日雨量・流量

大井川における主要洪水と被害の実績

 長島ダムは、平成14年から運用開始し、洪水調節が実施されている。運用開始以降、静岡県管理区間で被害が発生しているのは、平成14年台風６号（３
６３ｍｍ/２日）、平成１５年台風１０号（３３１ｍｍ/２日）、平成２３年台風１２号（５１８ｍｍ/２日）、平成２３年台風１５号（３５６ｍｍ/２日）である。その中で、
平成２３年台風１５号（３５６ｍｍ/２日）の被害は、水害区域面積０．０５ｈａ、浸水家屋１棟と最も被害が少なかった。

 静岡県では、令和元年度に七曲りブロック整備計画が策定され、同年に河道掘削等の整備が実施される等、被害の軽減に努めている。長島ダム運用開
始後、浸水被害が発生した実績降雨の中で、最も被害が少なく、河床状況が現行河道に近い直近の実績降雨である平成２３年台風１５号（３５６ｍｍ/2
日）を基準降雨量とする。（長島ダム地点 ３５８ｍｍ/２日）

赤枠：長島ダム運用開始後の被害

H23.9洪水（台風15号）の浸水被害
・水害区域面積 0.05ha
・浸水家屋 1棟

神座地点 長島ダム地点

（370）

（307）

（584）

（358）

（ ）長島ダム地点

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○流域面積と延長　
　流域の概要と致しましては、
　流域面積１，２８０km2、流路延長１６８kmの南北に長い河川です。
　主に下流の平野を貫流するあたりを国が管理しています。
○地形概要　上流
　南アルプスを源とする上流部は急峻な地形です。
○地形概要　中流
　中流部は蛇行した河川形態をとり、主に段丘上に集落が点在しています。
○地形概要　下流
　牛尾山より下流は広大な扇状地が広がり人口・資産が集中しています。



～手持ち　参考～
　静岡県の他の河川では天竜川が5,090km2、213km、安倍川が567km2、51kmです。
　直轄管理区間　約２５ｋｍ

　上流　源流～大井川ダム
　中流　大井川ダム～扇頂部付近（直轄上流端）
　下流　扇頂部付近（直轄上流端）～河口
　・穿入蛇行：深い谷を刻み蛇行している川の流路のこと。土地が隆起すると古い蛇行を持続し下刻してできる。
　　　　　　　河川が屈曲した深い谷をうがって流れる状態。大井川・熊野川・四万十川など西南日本太平洋側の　　　　
　　　　　　　山地を流れる河川に多く見られる。 
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